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背・ト癒着ス。足牒ハ全筋肉殆ンド腫務化シ， ソJi'S.) ＝－完全ナ Jレ易lj出ハ不可能ナリ n 外側
限 k部ノモノハ十字靭~~｝ノ ：外下脚ノ E 服務化 シ答易ニ易相1 シ得タリ。
別tHセJレ臆湯ハイ1Jレモ弾力1：硬ニシテ害1）商白色睦様ナリ，軟骨腫ニ見Jレガ女Iキ多室性腫






；現IE症約1 ク月前室内掃除除巾念ニιチアカ＊ラン ト シテL ツ リ床1 ノ i~~ H： ノ角 ニア 白II頭


























ハ軟骨細胞ガ居テナ シテ存布セ シコト，及ピ骨膜ノ Jli位1ノ結締織ヨリモ軟骨制胞ノ費生シ
得Jレコトテ此ノ－f91Jニ就キ経験セリ。
4.腸脱乳強腫J一例 1Hi i.良 fl'.: -・ 
1f~OHO M歳 。 10月訪日入院。
現在症約2ク月半白Ii ノ~H，野良仕事中，立小限ニ際シ．偶然保カ円血液様ニ赤キ テ知リ
タリn 以後共赤色度ニ消長ハアリシモ， ｝；j~ハ通常色テ呈ス Jレコトーー度モ無ク，漸二欠ニJ名度
強クナリ．約1タ月前ヨリハ殆ンド以ハ血テ見Jレカ、、如クナリタ J。


























化膿柑滑・髄炎ニテ骨~洞形成後感染肉芽ガ空洞内ニ存在スル揚合ノ、 ifi癒閤現.f~ ニシ テ，ヵ
、Jレ揚合治療法ノーツトシテ従来 Mangoldtノ表皮細胞矯種法，或ハ Braunノ表皮栓植







夏ニ本例ニテ．現在存ス Jレ表皮ーテ蔽ハ レ タ Jレ空ff•J ノギ玉川ガ果シテエ大：;fi ニ ；，，~少ス Jレヤ否
ヤハ今後ノ視察ニ倹ツそノナ Jレモ， J二~J 如キ方針ニ依リ布［［皮シ成功セシ一例トシテ報告
セJレナリ。
